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グリーンベル21について

中心市街地関連予算と今後について

沼田市耐震促進計画の実施状況と市役所庁舎

中央病院移転と公共交通政策について

私の予算審査特別委員会質疑他 Ｐ６～Ｐ８

豪雪への対応について 子育て支援拠点事業

運動公園野球場改修事業 など

３月上旬に旧スズラン跡に

開店したキャンドゥ→

去る４月１１日、利根沼田文

化会館で行われた「沼田市長選

挙立候補予定者による公開討論

会が行われました。

そこで市長は、グリーンベル

２１の４年間のロードマップ（工程表）を尋ね

られ「平成２７年には一部庁舎化、複合施設と

しての活用も…」その決意ず～と前に聞きたかっ

たです。

「平成27年度には一部庁舎へ！複合施
設としての活用も…」（沼田市長）
ず～っと前に示して欲しかった～！

←グリーンベル21の閉店のキャンドゥ

２月２４日賃貸料をちゃんと支払っ

ているのに、暖房も入れてもらえず

「これでは路上の商売と同じ！と撤退

を決めた１００円ショップ「キャンドゥ」

紅白の垂れ幕が何故か寂しそうに見え

るのは、私だけでしょうか？

都市開発㈱の資金繰りのためにテナ

ントに撤退されるという「本末転倒」

の形となってしまいました。

Ｈ５年、市内のお店を集めてグリーンベル２１へ出店しても

らったのに、今ではまた市内各地へ戻ってしまっています。

今年の選挙、私もあなたも「観客」
ではなく、市政を変えることのできる
プレイヤーなのです！

さぁ、観客席からグランドへ出て、新しい沼

田市の第一歩を踏み出しましょう！
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平成元年の「ふるさと創生事業」から始まった沼田公園長期整備構想はいったいどこへ？
（仮称）利南運動広場は、野球場とテニスコート用地として、土地収容法で約４億６千万円で購

入しましたが、本来は沼田公園内の野球場とテニスコートを沼須へ移転し、沼田城整備をするため

の「代替地」のはずです。この間紆余曲折を繰り返し、時間と多額の費用ばかりが失われています。

本来は、上図になるはずの沼須多目的運動広場

１億３千万円で、改修する運動公園野球場

体育課長Ａ：（仮称）利南運動広場利活用検討

委員会では、当面競技種目を限定しない多目的

運動広場として利活用を推進することにしてい

ますが、社会情勢、財政状況を勘案し、関係団

体、関係部局と連携し検討して行く考えです。

議員Ｑ：運動公園野球場改修事業において、改

修によってどのような効果が見込めますか。

地方の元気臨時交付金？（目的の曖昧な補助金）

今回限りの特別の措置として、平成２４年度補

正予算において臨時交付金（地域経済活性化・

雇用創出臨時交付金）を創設。（７千万円）

体育課長Ａ：防球ネット設置による公園利用者

の安全性確保、観覧席設置による観戦者などの

利便性向上のほか、硬式球使用時の安全が確保

されるため、野球場と隣接する補助競技場（サ

ブグラウンド）の同時使用が可能になるなどの

効果が見込めます。

議員Ｑ：（仮称）利南運動広場整備事業におけ

る本格整備についての検討について伺います。
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実は、以前に続いてこの日（６日）

の私の一般質問にもメドテックインベ

ストメントの責任ある立場の方々が、

議会傍聴に訪れていました。

グリーンベル問題が重要なのは理解

しますが、時間には限りがあるのと、

物事には必ず「相手がある」というこ

とも事実です。

昨年末にメドテックは、「（市長が

購入を決断すれば）これ以上の泥仕合

いはしたくない。」としていたので、

そこを確かめに来たのだと直感し、本

会議で何度も、「市長決断をしてくだ

さい！。」と訴えましたが踏み込んだ

回答はなく…。結果、当日に提訴とな

りました。

沼田都市開発㈱は、３月末

決算に耐えられるのですか

市長Ａ：都市開発㈱の経営は、昨年から

大変厳しい状況が続いています。

当該関係者と充分に調整を行いつつ、

とにかく一人の「落伍者」も出さないと

いう基本姿勢でこれまでも対応してきた

が、「新しい展開」が生じてくることも

…。

経済部長Ａ：今年の２月に産業振興課内

に机を起き、実際は都市開発㈱で事務を

行う「嘱託員」を一人採用しました。

こんなに重要な事項でさえ、一般質

問しなければ、委員会にも報告をしない、ある

いは出来ないほど「デリケートな問題」がグリーン

ベル２１問題には多過ぎると感じています。

メドテックから沼田市へのグリーンベル購入希望価格＝４億２千万円

沼田都市開発㈱からメドテックへの賃料請求額＝２億５千万円＋α

＋沼田市からの固定資産税などの滞納額＝１億円超えの意味？

メドッテックインベストメント
も傍聴…そして「訴訟」へ？

政
治
の
不
作
為
と
は
？

責
任
あ
る
立
場
の
人
が
、
危
機
に
際
し
て
、
敢
え

て
積
極
的
な
手
立
て
を
講
じ
な
い
で
い
る
こ
と
。

事実上都市開発㈱の人件費
まで沼田市が負担していた？
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医療施設移転に伴う交
通手段の確保について
何故、素早く本物のデマンドへ舵を切らない

のかを質問しました。

高柳Ｑ：この度利根中央病院の沼須への移転が

決まり、新病院の工事も始まりました。大きな

医療施設が移動したわけですから、当然通院対

策としても早急にこの公共交通をどうしていく

かも重要な課題となるわけですが、当然、考え

てきてはいると推察いたしますが、市長の基本

的な考え方をお聞かせください。

またこれと合わせて、いわゆる「買い物難民」

への支援策についても公共交通政策として、お

考えを伺います。

高柳Ｑ：路線、乗合を問わずバスがすれ違った

り、通るたびに乗車の人影を見ていますが、乗

車率の改善は思わしくないのは実感しています

が、まず、現行の路線バスの評価と今後の取り

組みについて伺います。

市長Ａ：平成２３年度から市街地の病院等の主

要施設を経由する運行経路に変更するとともに、

停留所も増やし、市内循環型に近い運行に見直

しを行ったところです。

見直し後は変更を行った路線やダイヤの定着

状況を見てきましたが、依然として利用者は減

少していることから、本年度は県の地域・大学

連携モデル事業を活用し、見直しの検証を行っ

ています。

市長Ａ：新病院が平成２７年７月に沼須町に竣

工予定で、移転に伴う交通手段の確保について

病院から要望が提出されています。

現病院には現在、新病院予定地付近にはバス

路線がありません。

アンケート調査でもバスの利用目的の多くを

「通院」又は「買い物」と回答しており、現病

院周辺の自力での通院手段のない住民をはじめ

とする多くの利用者のために、新病院へ既設の

路線延長によるバスを回すことについて具体的

に検討する必要があり、病院関係者と連携した

調整が必要と考えています。

沼田市の提案したセミデマンドは

以前の路線バスより面倒です。

高柳Ｑ：南郷線は、病院等をうまくつないで利

用者のニーズにマッチしたおかげで、乗車率も

改善されました。

こうした視点での見直しが重要です。しかし、

改めて確認させていただきますが、沼田市が研

究をして関係地域住民に説明をし「不評」と言

われたセミデマンド方式は、バスに乗車の際

（受付へ）電話を入れ、さらにバス停まで行く

というもので、以前より面倒なのは明白です。

電話による「減便効果」を上げるのではなく、

「潜在的乗車希望者」へのアプローチの視点こ

そが乗車率の減少傾向へ歯止めをかける積極姿

勢なのです。

新年度にも約６５万円で「研究事業」が実施

予定ですが、研究検討しているうちに時代も事

態もどんどん変化・悪化してしまいます。

以前にもご紹介した安曇野市の取り組みに学

び早期の新システムの実施を望みます。

約２億９千万円の敷地で進む新病院建設工事

小型バスの認知度がイマイチ上がりません。


